
と
し
て
文
化
財
保
護
法
や
重
要
文
化
的
景
観
選
定

基
準
、
ま
た
景
観
法
や
世
界
遺
産
条
約
な
ど
、
文

化
的
景
観
に
関
連
す
る
法
令
等
に
つ
い
て
の
抜
粋

が
掲
載
さ
れ
、
必
要
な
法
令
等
を
適
宜
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、

便
利
で
あ
る
。

　
歴
史
的
な
景
観
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
矢
守
一
彦
が
『
都
市
図
の
歴
史
　
　
B
本
編
隔

（
講
談
社
、
一
九
七
四
）
の
な
か
に
「
歴
史
的
都

市
景
観
の
保
存
」
と
い
う
章
を
設
け
、
「
保
存
が

望
ま
し
い
全
国
の
歴
史
的
町
並
み
～
覧
」
を
付
図

と
し
て
載
せ
た
よ
う
に
、
早
く
か
ら
歴
史
地
理
学

者
も
関
心
を
寄
せ
、
ま
た
研
究
を
通
じ
て
そ
の
必

要
を
訴
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
声
を
す
く
い

取
る
十
分
な
制
度
が
な
か
っ
た
の
が
こ
れ
ま
で
の

日
本
で
あ
っ
た
。
文
化
的
景
観
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
文
化
財
保
護
法
の
中
に
生
ま
れ
、
都
市
的

な
景
観
も
そ
の
範
瞬
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
は
、
遅
ま
き
な
が
ら
、
先
入
の
声
が
よ
う

や
く
報
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
今
必
要
な
の
は
、
そ
の
声
の

導
き
に
従
い
、
文
化
景
観
を
め
ぐ
る
概
究
を
改
め

て
確
認
、
検
証
し
、
そ
の
上
で
文
化
的
景
観
と
い

う
制
度
と
い
か
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
を
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
付
き
合
い
方
を
探

る
上
で
の
非
常
に
よ
き
参
考
書
で
あ
る
。

（
B
爆
撃
　
工
〇
三
頁
　
同
成
社
　
二
〇
～
○
年
五
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
別
三
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
和
央
　
京
都
府
立
大
学
准
教
授
）

会
　
　
告

　
去
る
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告

一
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
案

一
、
役
員
の
交
替

　
1
，
退
任

　
　
常
務
理
事
　
吉
本
道
雅
（
↓
理
事
）
、

　
　
　
　
　
　
　
谷
川
穣
（
↓
評
議
員
）

　
　
理
　
　
事
　
小
山
哲
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
監
　
　
事
　
杉
橋
隆
夫
（
↓
評
議
員
）

　
　
評
議
員
水
田
義
～
、

　
　
　
　
　
　
　
高
嶋
航
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
編
集
委
員
　
小
原
嘉
記
、
古
松
崇
志

　
　
庶
務
委
員
　
網
島
聖
、
谷
口
良
生
、

　
　
　
　
　
　
　
好
永
州
宏

　
2
，
新
任

　
　
常
務
理
事
　
小
山
哲
、
高
嶋
航

　
　
理
　
　
事
　
小
島
泰
雄
、
吉
本
道
雅

　
　
監
　
　
事
　
早
島
大
祐
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紹 介

評
議
員

編
集
委
員

庶
務
委
員

杉
橋
隆
夫
、
谷
川
穣

山
崎
岳
、
山
田
徹

朝
倉
棋
人
、
杉
本
陽
奈
子
、

米
澤
華
実

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
一
年
一
月
山
ハ
ロ
目
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
＝
年
二
月
七
日
）

社
ム
広
経
済
史
学
　
（
社
会
経
済
史
学
会
）
　
七
山
バ
ー
二

立
命
館
法
門
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
三
二

国
家
艶
本
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
～
三
一

　
一
一
・
一

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
〇
1
四

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
六
〇

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
九

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
（
茨
城

　
大
学
人
文
学
部
）
五
〇

法
学
志
下
（
法
政
大
学
法
学
志
林
協
会
）
一
〇
八

　
一
一

法
学
志
林
（
法
政
大
学
法
学
士
林
協
会
）
一
〇
八

　
一
二

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
理
会
）
八
一
一

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
～
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
三
五
－
三
（
通
巻
～
六
八
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
劇

　
俗
…
博
物
晶
館
）
　
一
山
ハ
ニ

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
三

　
こ

札
幌
大
学
総
合
論
叢
（
札
幌
大
学
）
三
〇

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
～
二
〇

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
編
集
）
七
五
三

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
八
一

負
紐
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
九
一
一
二

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
四
九

信
…
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
詣
ハ
～
二
一
一

入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
鳶
色
ー
六

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

　
所
所
属
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
二
〇
一
〇

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
三

　
九

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
山
ハ
＝
一
一
二

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
八
二

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
三
七

龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
＝
二
二

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
（
鹿
児
島
大
学
法
文

　
学
部
）
人
文
科
学
論
集
七
一

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
（
鹿
児
島
大
学
法
文

　
学
部
）
人
文
科
学
論
集
七
二

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）
五

　
一史

學
雑
誌
（
史
三
三
（
東
東
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
〇
一
一

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
二
一
一

東
方
學
（
東
方
學
會
）
一
二
一

日
本
学
士
院
紀
要
（
日
本
学
士
院
）
六
五
－
二

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
〇
1
四

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
〇
1
五

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
　
五
〇
1
壽
ハ

中
央
研
究
院
　
歴
史
虚
器
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
八
～
－
四

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
　
八
三
一
一

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
三
－
二

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
生
済
学
会
）
一
八
三
－
三

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
二
八

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
｝
三

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
五
六
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